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中谷陽輔 

 

連載第 8 回目です。前回から、コソダテにおける「スマホ・タブレット」という、かなりの大テ

ーマに挑んでいます。スマホ・タブレットについて、子どもの心身への影響として、①学業面、②

対人面、③生活面と大きく分けつつ、前回は①学業面に絞って述べました。具体的には、そもそ

もスマホ・タブレットによる学習への良い効果を示すデータがないどころか、むしろ悪影響であ

るということがかなり確固としていることを論じました。 

今回は、②対人面への影響について述べます。先に言っておくと、前回も述べたように、コソ

ダテにおけるスマホ・タブレットの使用について、メリットを打ち消してしまうほどの大きなデ

メリットがある、といえそうです。 

 

スマホ・タブレットが近くにあるだけで、学業面だけでなく対人面も・・ 

「子どもの幸せを願わない親はいない」なんて言います。実際にすべての親がそうかどうか

はともかく、人間が社会的動物である以上、子どもたちは、いずれ社会に出ていきますし、それ

ぞれなりの居場所を持てるようであってほしい、みたいに願う親は少なくないと想像します。  

もちろん、大人になるまでの間にも、子どもたちは、多かれ少なかれ、人と関わりながら生き

ていきます。その過程で、子どもたちは、いろんな友人たちと遊んだり、喧嘩したり、我慢した

り、相手の気持ちを察して譲ったり、時に言いすぎてしまったり、相手に配慮した言い方を言え

るようになったり、と様々な体験をしていきながら他者との関係を築いていくでしょう。 

 

しかしながら、初めて人と人が関わるとき、その隣に、スマホ・タブレットなどいわゆる「モバ

イル端末が近くにある」だけで、対人関係の質が奪われてしまう、という研究結果があります。 

具体的には、初めて出会った人と会話するときに、モバイル端末の有無がその関係性の評価

に及ぼす影響を調べる実験が行われています(Przybylski & Weinstein, 2012)。会話す

る二人の横にあるテーブルに、モバイル端末が置かれた条件と、メモ帳が置かれた条件を比較

すると、モバイル端末が置かれた条件の方が、相手との関係性の質や親密度の評価が低くなっ

たことが示されました。 

目の前にいる相手がスマホ・タブレットを触っていると、関わっている感じが大きく低減する

ことは想像に難くないでしょう。ただスマホ・タブレットが「近くにあるだけ」でも、相手と話して

いたとしても、仲良くなれた感じがあまりしなくなってしまう、ということです。 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
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前回、「Brain Drain（脳からの資源流出）」とよばれる現象として、スマホが「近くにあるだ

け」でも脳の認知資源が消費され、課題成績が落ちてしまうことを紹介しました。今回紹介した

実験結果も、ある意味でその延長で理解可能かもしれません。 

スマホ・タブレットが身近に、多くの人のそばにあるようになっていくほどに、人と人との心

の距離は離れていく・・という、なんだか示唆的な結果のように思えてきたりします。 

 

スマホ・タブレットでコミュニケーションをとっているとどうなる？ 

言うまでもなく、インターネットの出現と広がりは、世界の常識を変えました。さらに、スマホ

やタブレットという、個人が常に所有可能なモバイル端末の一般化により、あらゆる個人が、イ

ンターネットを通じて世界各地の人や情報とアクセスできるようになりました。 

そういった世界的な流れの中で、従来の対面的（Face-to-Face: FTF)コミュニケーション

とは異なる新たなコミュニケーション方法として、コンピューターを介したコミュニケーション                                                                      

（Computer-Mediated Communication: CMC)を行うことが、かなり一般的になって

きています。 

 

そのような中で、CMC によって、個人の世界は広がらず、むしろより狭くなる傾向にある、

というと、違和感を持たれるでしょうか。 

 

前回紹介した、日本医師会と日本小児科医会の連名で作成された啓発ポスター『スマホの時

間、わたしは何を失うか』には、対人面への言及として、「人と話す時間が減ります」とのみ書か

れています。ただ正直なところ、スマホを見てばかりだと、会話する時間が減る、という以上の

デメリットがありそうなのですが、どういったことがありそうでしょうか。 

 

・・・CMC には、インターネット上で行われるコミュニケーション全般が含まれ、いわゆるメー

ル・チャットの他、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（Social Networking Service, 

SNS）と呼ばれるものも含まれます。 

総務省（2024）が行った調査によると、SNSの利用率は、思春期・青年期世代では90%超

と、他の年代に比べて特に高くなっています（13-19歳：90.3％、20-29歳：93.0％）。ただ

同調査において、SNS の利用目的として最も多く挙げられるのは、「従来からの知人とのコミ

ュニケーションのため」（87.2%）となっています。「知りたいことについて情報を探すため」

（63.4％）というのが次点となっていますが、その次に多く挙げられるは「ひまつぶしのため」

（33.4％）です。インターネット上で社会的なネットワークを構築可能なサービスが SNS なの

に、そこで構築されているのは、特に新たなネットワークではない、ということが往々にしてあ

りえるのです。 

 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf
http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf
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ちなみに、スマホが普及する前の、携帯電話が徐々に浸透しだした頃から、携帯によって人

間関係を拡張することはできず、むしろ関係性をますます狭くする方向へと機能する（小林・池

田, 2005)ことが指摘されてきました。さらに、携帯メール利用頻度の高い青年は、メールの

相手が自分と異なる意見･価値観をもつことに不寛容になる傾向があることが示されていま

す(小林・池田, 2007)。換言すれば、ＣＭＣを行うほど、対人関係は偏重・固定化する傾向に

あり、自分の思考が相手と異なることに耐えにくくなるのです。 

また、CMCと FTF を比較して検討した実験（佐藤ら, 2010）から、CMCのほうが攻撃性

は増加すると明確に示されました。具体的には、行動指標や他者評定において FTF よりも

CMC のほうが高い攻撃性を示しており、つまりは客観的に見て、明らかに攻撃的な言動が増

えていた、ということになります。なお、この研究では、CMC のほうが匿名的かつ文字で自分

の意見を言いながらやりとりが進んでいくため、より攻撃性が高まる結果になったと考察され

ています。 

子どもたちがゲーム中にひどく攻撃的な言動をしているという様子を、見たことあるという

方は一定数いらっしゃるのではないかと想像しますが、腑に落ちる点もあるのではないでしょ

うか。 

 

これらの結果は、脳機能の観点からも説明可能です。前回も紹介したように、スマホ・タブレ

ットによる学習を行っているとき、脳の中でも思考・判断や感情制御などを司る前頭前野は不

活性状態になります（川島, 2018a; 産業能率大学総合研究所, 2020）。 そして、“Use it, 

or lose it”という言葉で示されるように、スマホやタブレット使用により、脳を使うことを止

めてしまえばその機能も止まってしまいます（川島, 2018b）。さらに、縦断研究の結果

（Takeuchi et al., 2018）から、インターネットの使用頻度（週当たりの使用日数）が増すほ

ど、言語性知能及び脳の成長量が減少します。 

 

スマホ・タブレットを使い続けていくと、脳機能が成長せず、いわば「劣化」します。 

結果として、合理的に考えがたくなり、より拙い言葉しか使えず、感情コントロールが行いに

くく、感情的な行動ばかり示すようになる・・というのは当然の帰結です。ちなみに、インターネ

ット依存症となった人においては、コカイン依存症と同様の脳繊維の損傷がみられることが明

確になっています（Lin., et al., 2012）。 

スマホ・タブレットを使うほどに、対人コミュニケーションの熟達とは程遠い経過を進むこと

になるのです。 

 

依存症という病が、個人の意志力や自己制御とは無関係に、依存的行動を起こす媒体（薬物

やギャンブル、スマホ・オンラインゲームなど）によって誰にでも起こりうることは以前よりも随

分知られるようになってきました。なお、縦断研究の結果から、問題のある携帯電話の使用は、

もともとの不安や自己制御力によって予測されないことが明確になっています（Coyne, et 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
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al., 2019）。 

何より、『スマホは私たちの最新のドラッグ』（Hansen, ２０２０）であり、『スマホは最強（最

凶）の依存物』（中山, 2020）なのです。 

 

・・・ただでさえ脳の発達途上にあり、社会が広がっていくはずの子ども時代。 

そんな時に、スマホ・タブレットなどを介して行われる CMC により、脳が発達せず、劣化し、

個人の社会的ネットワークはより閉鎖的になり、感情的な言動が生じやすくなり、対人コミュニ

ケーションは拙くなっていく。 

本来、対人関係力を磨く絶好のチャンスの時期に、CMC により対人関係力が低下していき、

いわば、スマホでしか人とのコミュニケーションが取れなくなっていく・・。 

 

・・・どうでしょう。「人と話す時間が減ります」とのみ書かれた前掲の啓発ポスター『スマホの

時間、わたしは何を失うか』について、それどころではない、子どもの将来にとって、大いなる

デメリットがある、と考えるのは不自然なことでしょうか。 

 

さらにもう一つ、これまでお伝えしたことから考えられることとして。 

 

スマホやタブレットを使っていると、身近な人ばかりと関わるようになるとともに、攻撃性が

高まります。そして、スマホやタブレットは、残念ながら、多くの子どもたちに普及してしまって

いる現状があります。 

そんな中で、あってはならないことですが、ご自身の子どもが、いじめにあってしまったらど

うなるでしょう？ それが昨今話題の SNSによるいじめだったら・・？ 

 

一昔前のいじめなら、ある意味で家庭内に入ってしまえば、いじめから離れられました。ただ

SNSでいつでも繋がれてしまう状況では、家に帰ってもいじめは続きます。むしろ学校が終わ

ってからのほうがより活発に始まる、とすらいえます。 

そして、より攻撃的で乱暴な言葉で、より深刻に、より強烈に・・・より悪化したいじめに、お

子さんが苦しめられることになります。 

 

どのようなことにでもポジティブな面とネガティブな面がある、と言われます。 

ただ、ここまでネガティブの度合いが大きいスマホ・タブレットに、子どもにとって重要極ま

りない対人コミュニケーションを託していいのかというと、私としては甚だ疑問です。 

 

スマホ・タブレットを介さないコミュニケーションの回復に向けて 

脳の発達過程として、前頭前野が発達を終えるのは２０代半ばごろとされています。そして

http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf
http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf


259 

 

ごく当然のこととして、子どもよりも親である大人のほうが、理性は働かせやすい状態にあり

ます。つまり、子どもが、スマホ・タブレット漬けにならないよう、工夫できるとすれば、より理

性的な判断が可能な、親御さんです。 

 

日本小児科学会は、『スマホに子守りをさせないで』とポスターやリーフレットを作成して啓

発を行っています。 

子どもにとっての対人関係の始まりであり、その後の対人関係の基盤になるともされるの

が、親子の「アタッチメント（愛着）」です。子どもが泣いたり不快に感じた時に、親との関わりの

中で、落ち着いたり、気分転換がなされるという繰り返しによって、アタッチメントは形成され

ます。 

スマホに子守りをさせていると、親子のアタッチメントなど様々な面で悪影響であることは、

想像に難くありません。 

 

もちろん、スマホ子守りをしたくてやっている親御さんばかりではないと思います。 

子どもが公共の場で騒がないように、子どもについスマホを渡して、動画を見せたりゲーム

を見せて落ち着かせておく。そうしたくなる気持ちはわからないでもありません。 

ただ、これまで書いてきたように、スマホを渡すほどに、より子どもが落ち着かなくなって、

騒がしくなりやすく育ってしまうとしたら、どうでしょうか。 

 

もっと世の中が、赤ちゃんの泣き声を微笑ましく見守れるような余裕のある社会、万が一に

も「うるさい、母親なんだから何とかしろ！」みたいな心無い言葉が決して投げられないような

社会であってほしいと、心から願っています。 

さらには、親御さんがもう少し子育てに余裕をもって取り組めるような風潮や制度がより広

まり、スマホやタブレットに頼らず子育てができるようになる。そのようにして、子どもとのコ

ミュニケーションがより促され、脳も健全に成長・発達していく。 

 

そんな良循環を、夢物語にしないために、工夫し始められるところから工夫していきたいと

私自身は、考えています。 

 

・・・そのために、自戒を込めて、一つ提案したいと思います。 

自分の好きな時間・タイミングに、短時間でも気分転換ができる。そう考えて、ついコソダテ

において、気づけばスマホばかり見ているという親御さんは、少なからずいらっしゃるかと思

います。 

 

『ママのスマホになりたい』という絵本をご存知でしょうか。ママがスマホばかり見て、自分

のことを見てくれないと困っている主人公・カンタロウ君のお話です。 

https://www.jpa-web.org/dcms_media/other/smh_poster_02.pdf
https://www.jpa-web.org/dcms_media/other/smh_leaflet.pdf
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私自身、「スマホばっかり見てないでこっち来てよ～」といったことを子どもに言われたこと

は一度ではありません。絵本を読んでいて、痛々しいばかりに身につまされした。 

子どもが親のところばかりに来るのは大変です。親だって人間。子どもから離れて一人落ち

着きたいときもあります。今パッと終わらせたいこともいろいろあったりします。いくら子ども

たちが親の方ばかりに寄ってくるのが、今だけしかない貴重な時間だとわかっていても。 

 

ただ、そのための方法は、スマホでしかなしえないものでしょうか？ 

 

親自身が、いろんなものを楽しむ力を、スマホやタブレットで奪われているとしたら・・？ 

とっても大切なものも、一緒に失くしてしまっているとしたら・・？ 

 

スマホとの距離の取り方について、大人側が、成熟した前頭前野をしっかりと機能させて、

改めて、しっかり判断していったほうがいいように思えてきます。 

 

さて、みなさんはどのように考えたしょうか。 
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